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宗

八
月
七
日
、
七
夕
伝
説
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
る
大
島
・
中
津

宮
で
七
夕
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
併
せ
、
本
年
は
宗
像
観

光
協
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）
他
の
協
力
に
よ
り
「
む
な
か
た
大
島

七
夕
祭
り
」
も
催
行
し
、
満
天
の
星
を
仰
ぎ
ロ
マ
ン
に
溢
れ
た
祭

事
と
な
っ
た
。

大
島
で
は
八
月
一
ー
七
日
ま
で
を
七
夕
週
間
と
し
、
七
月
三

十
一
日
に
は
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
（
佐
藤
千
里
会
長
）
に
よ
り
、

中
津
宮
境
内
及
び
大
島
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
海
水
浴
場
周

辺
を
七
夕
飾
り
で
装
飾
。
ま
た
期
間
中
に
旅
館
・
民
宿
に
宿
泊

さ
れ
た
方
に
は
中
津
宮
境
内
に
湧
き
出
る
「
天
ノ
真
名
井
」
の

御
神
水
と
七
夕
短
冊
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

七
夕
祭
当
日
は
、
早
朝
よ
り
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、
敬
神
婦
人

部
（
河
辺
恒
子
部
長
）
の
御

奉
仕
に
よ
り
七
夕
装
飾
が

行
な
わ
れ
、
中
津
宮
周
囲

に
は
島
民
は
も
と
よ
り
、

辺
津
宮
境
内
で
も
受
け
付

け
た
子
供
達
や
参
拝
者
の

願
い
が
込
め
ら
れ
た
短
冊

を
は
じ
め
と
す
る
七
夕
飾

り
一
色
で
彩
ら
れ
、
午
後

六
時
頃
に
は
浴
衣
姿
の
島

民
や
、
島
外
か
ら
の
参
拝

者
が
続
々
と
中
津
宮
へ
参

集
し
た
。

[ 

つきなみ

1 毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭

第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）
巡拝(15 日）

午前 1 1 時～
総社祭

※ 1 日は併せて風鎖祭斎行
浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

9月祭事暦

|23日皇霊殿遥拝式
午前10時～

|31 日秋季大祭宵宮祭
f＄社地主祭午後5時～
宵薔祭 午後6時～

佐
賀
県

二
千
年
の
弥
生
文
化

吉
野
ヶ
里
遺
跡

自然や歴史を大切に守るために、
排気ガスをもっとクリーンに 。

環境と向かい合うことが、私たちの技術です。

「出光ゼプロ」シリーズ。

＊之

出光ゼプロ

ZEPRO 
ECO MEDALIST SM OW-20 
MILE STAGE SM SW-20 
http://www.idemitsu.co.jp 
［出光お客様センター］ 0120-132-015
受付時間月～土疇日9:00~17:30 （祝祭日・年末年始を除く）

ほっと安心、もっと活力、きっと満足。出光の約束

グ羨暑1卸見舞申し上げます べ
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境
内
で
は
、
神
賑
わ
い
と
し
て
沖
・
中
一
ー
ト
で
は
、
演
歌
歌
手
「
藤
雄
介
」
氏
の
一
過
こ
し
た
。

両
宮
翼
賛
会
（
上
野
美
実
会
長
）
に
よ
る
一
公
演
、
中
国
伝
統
音
楽
「
楊
琴
」
と
「
ニ
一
午
後
九
時
三

0
分
、
大
島
港
よ
り
臨

「
か
き
氷
・
タ
コ
串
焼
き
」
、
大
島
青
年
団
一
胡
」
の
演
奏
な
ど
が
催
さ
れ
観
客
を
魅
」
時
渡
船
が
出
港
、
満
天
の
星
空
の
も
と

の
「
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」
、
J
―
了
し
た
。
一
来
島
者
は
帰
路
に
つ
き
、
本
年
の
七
夕
祭

A
宗
像
大
島
支
店
の
「
ビ
ー
ル
販
売
」
、
一
午
後
八
時
、
境
内
を
流
れ
る
清
流
「
天
：
り
を
無
事
に
終
了
し
た
。

宗
像
市
の
「
大
島
牛
試
食
会
」
が
開
催
さ
一
の
川
」
を
挟
ん
で
鎮
座
す
る
「
牽
牛
社
」
一

れ
る
と
共
に
、
ヤ
ズ
ッ
コ
会
（
河
野
幸
一
一
「
織
女
社
」
の
御
前
で
、
厳
粛
に
七
夕
祭
i

代
表
）
に
よ
り
境
内
及
び
道
路
沿
い
に
一
を
斎
行
、
参
列
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
一

竹
灯
が
灯
さ
れ
、
家
族
連
れ
を
中
心
に
i
を
込
め
て
玉
串
を
捧
げ
た
。
i

七
夕
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
一
祭
典
後
に
奉
納
さ
れ
る
恒
例
の
七
タ
一

午
後
六
時
三

0
分
か
ら
は
、
宗
像
観
一
踊
り
も
参
加
者
が
多
く
、
大
鳥
居
を
一
―
―

光
協
会
に
よ
り
中
津
宮
境
内
下
の
公
園
一
重
の
輪
で
囲
ん
で
行
な
わ
れ
島
民
、
来
一

で
「
七
タ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。
コ
ン
サ
一
島
者
、
子
供
、
大
人
も
皆
で
七
夕
の
夜
を
[

酷
暑
の
真
っ
只
中
の
七
月
三

十
一
日
、
強
い
西
日
が
照
り
つ

け
る
午
後
五
時
よ
り
、
夏
越
の

大
祓
式
が
神
門
前
に
て
古
儀
に
則
り
厳

粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

大
祓
式
は
、
奈
良
時
代
の
昔
よ
り
神

祇
官
の
命
に
て
、
国
家
的
神
事
と
し
て

行
わ
れ
て
き
た
儀
式
で
あ
り
、
今
日
で

は
六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
宮
中
・
神

宮
を
始
め
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
て
い

る
。
当
社
の
夏
越
大
祓
は
ぴ
と
月
遅
れ

の
七
月
の
晦
日
に
夏
越
祭
と
併
せ
て
行

っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
神
社
は
少
な

く
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

当
日
は
、
早
朝
よ
り
田
島
地
区
総
代
・

協
力
会
の
皆
様
の
御
奉
仕
で
大
社
近
く

の
堤
で
茅
取
り
作
業
が
行
わ
れ
、
大
量

一
の
茅
が
刈
取
ら
れ
た
。
茅
は
大
社
に
持

一
帰
り
、
瑞
々
し
い
茅
ば
か
り
に
選
別
。
そ

一
れ
を
一
定
の
長
さ
・
量
に
揃
え
、
直
径
五

：
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
見
事
な
大
茅
輪
が

一
奉
製
さ
れ
、
御
本
殿
前
の
神
門
に
備
え

―
付
け
ら
れ
た
。

一
古
来
、
こ
の
茅
輪
を
三
度
潜
れ
ば
、
邪

一
気
・
災
難
を
祓
い
去
り
、
暑
気
に
も
め
げ

一
ず
健
や
か
な
生
活
を
送
る
事
が
出
来
る

一
と
謂
わ
れ
て
い
る
。

一
午
後
五
時
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

一
紅
白
の
人
形
が
茅
輪
の
前
に
供
え
ら

一
れ
、
宮
司
以
下
神
職
、
巫
女
、
氏
子
崇
敬

一
者
等
約
二0
0
名
が
参
列
し
、
神
事
が

一
開
始
さ
れ
た
。
権
宮
司
が
『
大
祓
詞
』
を

一
宣
読
し
た
後
、
参
列
者
各
々
『
切
麻
』
で

一
己
を
祓
い
、
『
祓
物
』
に
息
吹
き
か
け
て
切

言 宗1象建設協力令 事務局
〒811-3217 福津市中央5丁目 1-20
TEL (0940)42-0323 
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梅雨が明けて間もない7月23 日、出光興産（樹社長天坊昭彦
氏と日本郵船社長宮原耕治氏一行8名が沖津宮を参拝した。
参拝前日には辺津宮本殿で正式参拝し、神宝館を拝観。当
日は天候にも恵まれ、沖津宮勤務交代の御用船でもある海上
タクシー宝栄丸（佐藤守船長）で、穏やかな海上を進んだ。
到着後、一行は直ちに海中で凧契ぎを行い、沖津宮で祈願祭
を斎行、敬虔な祈りを捧げた。参拝後は同行した高向権宮司
が沖ノ島の説明を行い、祭祀遺跡を見学した。
出光興産（樹天坊社長は今回で3度目の参拝、日本郵船の宮

原社長は今回が初めての参拝で、両社とも海上運航に関わる
仕事であり、そのような観点からも今回の沖津宮参拝には感
銘を受けて戴いたようである。
参拝後は沖津宮社務所で直会を行い、玄界灘の海の幸を

豪快な漁師料理で召し上がって頂いた。かなり雑な料理であ
ったにも関わらず好評で安堵した。つかの間の直会を終え、
帰りには沖ノ島を一周して帰路につかれた。

裂
き
、
半
年
間
の
罪
・
檄
を
祓
っ
た
。
●
れ
、
氏
子
崇
敬
者
と
全
国
か
ら
人
形
を
ー
奏
上
さ
れ
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
『
豊
栄
舞
』

続
い
て
、
宮
司
以
下
参
列
者
全
員
で
]
寄
せ
ら
れ
た
方
々
の
無
病
息
災
・
家
内
を
奉
奏
し
、
夏
越
祭
は
滞
り
な
く
終
了

茅
輪
を
左
に
廻
り
一
安
全
を
祈
念
す
る
祝
詞
が
宮
司
に
よ
り
．
し
た
。

み
な
つ
き
の
夏
越
の
祓
へ
す
る
人
は
｛

千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
ふ
な
り
i

次
に
茅
輪
を
右
に
廻
り
i

思
ふ
こ
と
皆
つ
き
ね
て
と
麻
の
葉
を
一

切
り
に
切
り
て
も
祓
え
つ
る
か
な
一

さ
ら
に
茅
輪
を
左
に
廻
り
一

宮
川
の
清
き
流
れ
に
楔
せ
ば
折
れ
る
一

こ
と
の
叶
わ
ぬ
は
な
し
i

と
古
歌
を
奉
唱
し
な
が
ら
三
度
潜
り
、
一

本
殿
へ
と
参
進
し
た
。
i

引
続
き
本
殿
に
て
夏
越
祭
が
斎
行
さ
~

宮宗1象タクシ____協会
〒811-4185

連絡先宗像市赤問駅前2丁目 3番14号
TEL(0940) 改うー 1111
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紐
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一
学
協
会
会
長
、

世
界
遺
薩
登
録
活
動
報
告
会
·
表
（
日
本
考
古

ー
福
岡
県
、
宗
像
•
福
津
市
関
係
者
沖
ノ
島
へ
、

そ
の
後
、
宗
像
市
内
の
ホ
テ
ル
で
報
告
会
i
―
九
州
大
学
名

現
在
、
宗
像
・
福
津
両
市
で
は
福
岡
県
と
共
一
沸
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
後
全
員
が
上
陸
し
て
、
海
一
誉
教
授
）
ら
有

に
、
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
（
宗
像
大
社
、
津
屋
一
水
に
つ
か
っ
て
楔
を
済
ま
せ
沖
津
宮
を
参
拝
し
一
識
者
に
よ
る

崎
古
墳
群
、
桜
京
古
墳
、
東
郷
高
塚
古
墳
）
を
世
]
た
゜
．
J
-
専
門
家
会
議

界
遺
産
に
と
幅
広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
一
社
殿
で
は
高
向
権
宮
司
、
安
部
氏
（
宗
像
市
役
一
が
、
今
年
末
に

そ
の
活
動
の
一
貫
と
し
て
八
月
八
日
、
森
山
福
一
所
文
化
財
担
当
）
に
よ
る
、
沖
ノ
島
で
の
祭
祀
や
再
提
出
さ
れ

岡
県
教
育
長
、
谷
井
宗
像
市
長
を
は
じ
め
、
県
議
一
出
土
神
宝
等
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
が
あ
り
、
そ
一
る
提
案
書
の

会
議
員
、
宗
像
、
福
津
両
市
議
会
議
員
な
ど
計
一
の
後
祭
祀
遺
跡
を
視
察
。
参
列
者
は
、
目
の
前
に
取
り
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
い
る
。
当
日
の
報
告
会

七
十
一
名
が
沖
ノ
島
へ
渡
島
し
た
。
一
現
れ
る
悠
久
の
歴
史
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
価
一
で
も
、
そ
の
提
案
書
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
西

当
日
は
福
間
港
か
ら
一
一
隻
、
神
湊
港
か
ら
一
i
値
を
改
め
て
認
知
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。
i
谷
正
代
表
か
ら
説
明
が
あ
り
、
「
沖
ノ
島
と
関
連

隻
の
船
が
出
航
し
、
波
に
揺
ら
れ
る
こ
と
約
一
時
一
夕
方
か
ら
は
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
活
動
一
遺
産
群
」
の
歴
史
的
な
価
値
や
普
遍
性
に
つ
い
て

間
。
船
か
ら
見
え
る
沖
ノ
島
を
目
の
当
た
り
に
一
報
告
会
が
開
催
さ
れ
、
登
録
活
動
の
こ
れ
ま
で
の
一
言
及
さ
れ
た
。

し
、
乗
船
し
て
い
る
参
加
者
か
ら
は
感
激
の
声
が
一
経
過
報
告
、
市
担
当
者
に
よ
る
「
宗
像
・
沖
ノ
島
｛
こ
の
よ
う
な
世
界
遺
産
登
録
活
動
に
対
し
、

g
と
関
連
遺
産
群
」
の
概
要
説
明
が
行
な
わ
れ
た
。
麻
生
知
事
は
「
地
元
の
熱
意
を
伝
え
、
暫
定
リ
ス

一
そ
の
価
値
は
十
分
認
め
ら
れ
る
が
ク
リ
ア
す
卜
（
国
内
候
補
地
）
入
り
を
成
し
遂
げ
よ
う
」
と

＇
べ
き
課
題
も
あ
る
と
、
今
年
一
月
下
旬
に
出
さ
。
意
気
込
み
を
語
ら
れ
た
。

れ
た
継
続
審
議
と
い
う
結
果
受
け
、
西
谷
正
代
i
今
後
の
予
定
は
、
十
二
月
二
日
に
九
州
国
立

ー
。
寸
且
一
博
物
館
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

ー
・
g
凸
，
同
二
十
四
日
に
東
京
の
早
稲
田

大
学
国
際
会
議
場
で
東
京
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
い
ず
れ
も
福
岡
県
、

宗
像
市
、
福
津
市
主
催
）
を
開
催

す
る
。

乙

そ
し
て
、
十
二
月
下
旬
に
世
界

遺
産
暫
定
リ
ス
ト
（
国
内
候
補

地
）
登
録
を
目
指
し
、
文
化
庁
へ

申
請
書
を
再
提
出
す
る
。
来
年

二
月
頃
に
は
結
果
が
分
か
る
予

定
で
あ
る
。

間油l!!
iいぶ叫
疇
•一•

ii神；―
ih汽：
・｛ゑ

宗像大社御神酒酸造元

勝屋酒造合名会社
社長山本博次

福岡県宗像市赤間4丁目 1-10
TEL(0940) 32-3010 FAX(0940) 32-4 772 

給

地球に優し いひとときを…

Genkai Group 
玄海ワJlJーフ
〒811-3502 福岡県宗像市江□978-52
本社 TEL 0940-62-0653 FAX 0940-62-l 565 
URL http:/ /www.genkai-g.co.jp 

（有）玄海喋境サービス （宗像市許可業）
口一般廃棄物収集・運搬
口浄化槽の維持管理

玄海クリーン（有） （宗像市委託許可業）
口一般・産業廃棄物収集•運搬・処理
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• 各受賞者は下記の通り • 
福岡県知事賞 川崎千尋警固小学校 小学6年

福岡県知事賞 井上歌奈 ふた葉中学校中学 1 年

福岡県議長賞 鈴木宗吾 津屋崎小学校小学3年

福岡県議長賞 三木祐佳里 津屋崎中学校中学3年

福岡県教育委員会賞 三木麻友香 津屋崎小学校小学5年

福岡県教育委員会賞 原 愛梨 柳城中学校 中学2年

宗像大社宮司賞 松原詩歩 北勢門小学校小学4年

宗像大社宮司賞 末吉礼奈 平尾中学校 中学 1 年

宗像市長賞 末吉かな平尾小学校 小学 1 年

宗像市長賞 千代翔陽津屋崎中学校中学2年

福津市長賞 与田まこ藤吉小学校 小学2年

福津市長賞 谷口明香莉 津屋崎中学校中学3年

宗像市議長賞 鈴木琴音 津屋崎小学校小学6年

宗像市議長賞 後藤大樹篠栗中学校 中学 1 年

福津市議長賞 高田みのり 津屋崎小学校小学3年

福津市議長賞 輿田実果子 三橋中学校 中学2年

宗像市教育委員会賞 萱野みお 赤間小学校 小学2年

宗像市教育委員会賞 桑山雅文 中央中学校 中学3年

福津市教育委員会賞 高崎育美 三苫小学校 小学4年

福津市教育委員会賞 高武麻里 津屋崎中学校中学 1 年

宗像観光協会賞 、 高武里沙 津屋崎小学校小学5年

宗像観光協会賞 磯脇佑太 城山中学校 中学3年

福津市観光協会賞 池元咲弥香 舞松原小学校小学 1 年

福津市観光協会賞 上妻千晃 津屋崎中学校中学2年

柊石賞9名、福岡書道会賞9名、尚文堂賞9名、ヒロカネ賞 15名

大
島
小
学
校
で
、
日
々
の
]
行
な
わ
れ
、
葦
津
禰
宜
か
ら
入
賞
者
に
賞

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
―
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
、
午
後
四
時

う
と
筆
先
に
神
経
を
集
中
一
に
は
一
同
大
島
の
思
い
出
を
胸
に
家
路
に

七
月
二
十
四
日
、
筑
前
大
島
の
中
津
宮
一
さ
せ
、
懸
命
に
各
課
題
に
挑
ん
だ
。
―
つ
い
た
。

で
恒
例
の
七
夕
揮
嘔
会
が
開
催
さ
れ
、
約
一
正
午
前
に
は
全
作
品
が
中
津
宮
に
提
出
一
本
年
の
揮
篭
会
に
は
大
島
島
民
を
は
じ

一
六
0
名
の
子
供
達
が
島
で
の
一
日
を
満
一
さ
れ
、
先
ず
こ
神
前
に
奉
納
、
参
加
者
の
学
一
め
多
く
の
方
々
の
こ
協
力
に
よ
り
、
無
事

喫
し
た
。
一
業
成
就
、
健
康
を
祈
念
す
る
奉
告
祭
を
執
i
開
催
で
き
ま
し
た
事
を
紙
面
の
上
よ
り
厚

書
道
教
育
の
振
興
を
目
的
に
、
昭
和
一
―
―
一
り
行
っ
た
後
、
福
岡
書
道
会
の
先
生
方
に
；
ヽ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

い
』□[
[
打
[
[
口
は
：
よ

□[
r
d
J

`
[
6口
戸
口
子
供
一
ー

史
あ
る
大
会
で
あ
り
、
今
年
で
五
十
二
回
一
た
ち
は
、
大
島
の
方
々
の
こ
協
力
で
行
わ
一

目
を
迎
え
た
。
―
れ
て
い
る
恒
例
の
「
サ
ザ
エ
拾
い
」
や
海
水
一
．

当
日
は
猛
暑
の
中
、
今
年
も
大
島
は
勿
一
浴
を
楽
し
み
、
島
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
一
＂

論
、
県
内
各
地
か
ら
多
く
の
子
供
達
が
来
一
出
来
な
い
大
島
の
大
自
然
を
満
喫
し
た
。
一
ー

宮
し
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
揮
奄
会
場
の
i
午
後
三
時
か
ら
、
中
津
宮
で
表
彰
式
が
一

侵

創業嘉永三年(1 850年）

i `伝統に支えられた宗像神湊の味。

'j}...拉烈レ醤油廊翻；
昭和15年頃のナカマル醤油本店 TEL 0940-62-0003 FAX 0940-62-0353 

‘ SIーの専門
上、刃［青肉

〒811-3304

福岡県福津市津屋崎1123
Tel 0940-52-0148 Fax 0940-52-5488 

店
~

奈像大社神濱

合資会社台王豆45几子
代表者伊豆善也

福岡県宗像市武丸1060
TEL 0940-32-3010 FAX 0940-33-0512 

ロ
JA宗像農業協同組合

代表理事組合長 寺島 俊基
宗像市東郷4丁目 3番 l号 TEL 0940-36-4110 

支店長田中政人
宗像市深田75-1 TEL 0940-62-1515 

印刷のことならお気軽にご一報ください
名刺・封筒•はがき・カラー印刷・製本のことなら

0 中ノII忍刀W福岡県福津市津屋崎975 TEL0940-52-0044 F収0940-52-0414

本 店

田島支店

暮らしの夢を大きくひらく

株式会社城山家具
代表取締役社長寺田修
宗像市三郎丸5丁目 1-22

0940-33-5538 

e
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太
宰
府
天
満
宮
と
の
親
善
野
球
試
合

ー
両
社
譲
ら
ず
引
き
分
け
る
も
、
東
西
神
社
人
野
球
大
会
の
結
束
を
固
め
る

5

七
月
十
九
日
小
郡
市
営
球
場
で
、
年
ニ

回
恒
例
と
な
っ
て
い
る
当
大
社
と
太
宰
府

天
満
宮
の
親
善
野
球
試
合
が
行
わ
れ
た
。

午
後
三
時
三

0
分
、
宗
像
チ
ー
ム
の
先

攻
で
試
合
が
開
始
さ
れ
、
当
大
社
は
相
手

ピ
ッ
チ
ャ
ー
神
島
（
兄
）
の
立
ち
上
が
り
を

攻
め
、
初
回
に
凹
点
を
奪
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
裏
宗
像
チ
ー
ム
の
先
発
大
塚
も
ピ

リ
ッ
と
せ
ず
、
太
宰
府
チ
ー
ム
の
強
力
打

線
に
つ
か
ま
り
一
一
点
を
返
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
両
チ
ー
ム
投
手
が
踏
ん
張

り
息
詰
ま
る
熱
戦
と
な
っ
た
が
、
中
盤
太

宰
府
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
神
島
（
弟
）
が
マ
ウ

ン
ド
に
立
つ
と
、
宗
像
チ
ー
ム
の
打
線
は

一
完
全
に
沈
黙
。
逆
に
リ
ズ
ム
を
掴
ん
だ
太

一
宰
府
チ
ー
ム
に
じ
わ
じ
わ
と
追
加
点
を

一
奪
わ
れ
、
七
回
の
最
終
回
に
つ
い
に
追
い
つ

ぷ
”
れ
た
。

一
だ
が
、
宗
像
チ
ー
ム
の
固
い
守
り
に
、
太

―
宰
府
チ
ー
ム
は
あ
と
一
本
が
出
ず
、
四
対

一
四
の
引
き
分
け
で
終
了
し
た
。

i
両
者
相
譲
ら
ぬ
攻
防
と
な
っ
た
親
善

]
試
合
を
終
え
る
と
、
通
常
の
社
務
を
終
え

：
た
当
大
社
職
員
も
加
わ
っ
て
、
太
宰
府
天

i
満
宮
内
「
余
香
殿
」
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

一
太
宰
府
天
満
宮
の
森
禰
宜
よ
り
歓
迎
の

一
挨
拶
・
試
合
内
容
の
報
告
、
当
大
社
神
島

一
宮
司
よ
り
試
合
講
評
並
び
に
、
八
月
二
十

―
一
日
に
行
わ
れ
る
東
西
神
社
人
野
球
大

一
会
に
向
け
て
の
激
励
の
言
葉
を
頂
い
た
。

一
宴
も
甜
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
東
西
神

i
社
人
野
球
大
会
の
出
場
選
手
の
発
表
が

一
あ
り
、
本
年
お
世
話
す
る
大
会
を
両
社
職

一
員
一
致
協
力
し
て
成
功
さ
せ
る
こ
と
を

一
誓
い
、
懇
親
会
は
終
了
し
た
。

たしま ほうじょうえ

宗橡大社秋委大祭（田島放生会）の
当大社最大の神事、秋季大祭を下記日程で斎行致します。
皆様の御参拝を心よりお待ち申し上げます。

宗像大社秋季大祭（田島放生会）日程

こ案内

海上神幸 9:30 大島港出港
（みあれ祭）

10:30 神湊港入港
10月 1 日（月）

一日祭 於＝辺津宮本殿

（入御祭） 11 :40 
主呈地方風俗舞奉奏

流鏑馬神事 8:00 於＝神門即参道

10月2日侠）
二日祭 11 :00 

飴＝辺津宮本殿
翁舞奉奏

三日祭

高宮秋季大祭

第二宮・第三宮 三日祭終了後引き続き、
10月3日（水） 秋季大祭 各社に分かれ同時斎行

宗像護国神社 (11 : 40頃を予定）
秋季大祭

献茶祭 14:00 飴＝辺津宮本殿

高宮神奈備祭 18:00 飴＝辺津宮高宮祭場

お問い合わせ先宗像大社社務所 (0940)62-1311 （代）

11 :oo I 飴＝辺畔本殿
浦安舞奉奏

宗像玄海の観光物産品卸

⑯花田頁品株式会社
代表取締役花；田 年

宗像市田熊6丁目3番27号 TEL 0940-36-5533 

出光興産株式会社販売店
東京海上日動火災保険（株）代理店

＿吉井廂事株式会社
臨代表取締役社長吉井英海
本社宗像市深田67-7
TEL 0940-62-0004 FAX 0940-62-3343 

年鮮魚•海産物

m誓~;,言竺
ファミリーストア岡山
岡山秀雄
福岡県宗像市神湊1000
TEL 0940-62-0134 
FAX 0940-62-2914 

遠藤クリーニング
代表柴村勲
〒81 1-350 I 宗像市神湊635
Tel Qq4-Q-62-02 I 7 

食料品・青果•たばこ

田中商店
福岡県宗像市神湊1052
TELｷFAX 0940-62-0122 

ダ羨暑御見舞申し上げます ベ
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孫
太
郎
は
タ
イ
コ
ン
官
に
仕
え
て
、
お
よ
そ

七
年
の
歳
月
が
過
ぎ
た
。
初
め
は
言
葉
が
通

じ
ず
不
自
由
を
し
た
が
、
次
第
に
中
国
人
や
、

黒
坊
の
言
葉
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
難

儀
す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。

孫
太
郎
が
つ
く
づ
く
思
う
事
は
、
自
分
は
日

本
に
産
れ
な
が
ら
、
異
国
の
黒
坊
の
国
で
死
ぬ

こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
な
ん
と
か
日
本
に
帰
る

方
法
は
な
い
か
と
い
う
事
を
考
え
て
い
た
。
主

人
の
家
風
は
、
親
孝
行
で
あ
り
「
こ
の
こ
と
を

な
に
か
利
用
す
る
手
は
な
い
か
」
と
い
う
考
え

に
辿
り
着
い
た
。
孫
太
郎
に
は
両
親
が
い
な
か

っ
た
が
、
日
本
に
両
親
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
し

て
、
時
折
そ
ば
に
い
る
人
達
に
語
っ
て
い
た
。
「
自

分
は
幸
い
に
生
命
を
保
ち
、
こ
の
よ
う
な
豊
か

な
国
に
来
て
、
こ
と
さ
ら
に
長
く
主
人
の
こ
恩

を
受
け
、
身
に
何
の
不
足
も
な
い
。
日
本
に
居

た
時
に
は
貧
し
い
生
活
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
の
生

活
は
よ
い
。
た
だ
―
つ
気
に
か
か
っ
て
心
配
な
こ

と
は
、
日
本
に
い
る
両
親
の
こ
と
で
、
年
も
と
っ

て
お
り
、
自
分
が
帰
っ
て
こ
な
い
の
で
心
配
し
、

朝
夕
泣
き
悲
し
ん
で
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
願

は
く
ば
、
一
度
日
本
に
帰
り
、
両
親
に
対
面
し

安
心
さ
せ
た
ら
、
ま
た
戻
っ
て
こ
よ
う
。
日
本
の

長
崎
に
は
、
中
国
船
や
オ
ラ
ン
ダ
船
も
毎
年
来

て
い
る
の
で
、
再
び
こ
の
国
に
帰
っ
て
き
て
奉
公

（続）

雀ハ·
·
ー
、

.-.— 

一
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
孫
太
郎
の
言
葉
は
一
―

一
家
の
者
達
に
大
い
に
同
情
さ
れ
た
。

一
あ
る
日
、
主
人
の
タ
イ
コ
ン
官
は
孫
太
郎
を
[

i
呼
び
つ
け
、
笑
い
な
が
ら
、
お
前
が
日
本
に
帰
り
、
一

一
再
び
こ
こ
に
戻
っ
て
く
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
i

一
ん
な
に
日
本
は
近
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
日
本
一

i
ま
で
は
万
余
里
へ
だ
て
て
お
り
、
再
び
く
る
こ
[

：
と
は
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。
お
前
は
生
涯
買
わ
一

―
れ
た
身
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
、
親
を
慕
う
気
一

一
持
ち
が
あ
る
な
ら
ば
、
便
船
が
あ
れ
ば
送
り
帰
一

一
え
そ
う
、
安
心
せ
よ
と
言
わ
れ
た
。
孫
太
郎
は
i

歓
喜
踊
躍
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
船
の
便
り
を
待
i

一
っ
て
い
た
。

~
や
が
て
福
州
船
二
艘
が
入
港
し
た
。
そ
の
一
i

一
艘
は
タ
イ
コ
ン
官
の
家
に
客
留
し
た
。
主
人
は
[

一
孫
太
郎
の
事
を
く
わ

冑
叩
曇

i
方
法
が
協
儀
さ
れ
た

：
が
、
結
局
は
孫
太
郎
が
希
望
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
一

一
で
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

i
タ
イ
コ
ン
官
は
孫
太
郎
を
オ
ラ
ン
ダ
館
に
つ
一

一
れ
て
い
き
、
官
長
（
館
長
）
に
会
っ
て
、
孫
太
郎
の
一

一
日
本
帰
国
を
熱
心
に
頼
ん
だ
。
話
は
進
み
同
一

218 

いしいただし

[
]
口

お
伴
の
時
に
持
っ
て
い
た
兵
器
（
鳥
銃
・
剣
・

鎗
）
等
も
渡
さ
れ
た
が
、
孫
太
郎
は
兵
器
を
使

う
こ
と
は
な
い
と
、
感
謝
し
て
返
え
し
た
。
タ
イ

コ
ン
官
は
男
子
と
し
て
剣
一
口
は
身
に
離
し

て
は
な
ら
な
い
と
与
え
た
。

な
じ
み
の
者
達
か
ら
銀
銭
二
文
三
文
と
、
紅

紙
に
包
ん
だ
も
の
も
贈
ら
れ
た
。
タ
イ
コ
ン
官

ち
ち
か
く
し

の
下
婢
ウ
キ
ン
は
乳
掻
を
解
い
て
贈
っ
た
。
い

よ
い
よ
出
帆
の
時
が
き
た
。
主
人
は
も
と
よ
り
、

日
頃
戸
外
に
出
な
い
妻
女
や
、
近
所
の
人
達
ま

で
皆
港
ま
で
出
て
き
て
見
送
っ
た
。

み
な
涙
を
流
し
て
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。
孫

太
郎
も
七
年
の
間
住
ん
で
い
た
と
こ
を
離
れ

る
こ
と
に
な
り
、
名
残
り

惜
し
さ
と
、
日
本
に
帰
れ

る
と
い
う
喜
び
が
一
緒

た
も
と

に
な
っ
て
袂
を
濡
ら
し

た
。
乾
隆
三
六
年
（
和
暦

昭
和
八
年
）
四
月
十
―
―
―

日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一―

玄海ホテル旅館組合
神
湊
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
C

唸
fl『
応
。
。

玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ルC

兌
コ
1畔

国
民
宿
舎
ひ
び
き

(
0九
四
0
)

C
さ
一
l
―
二
八
八

み
な
と

荘

c

笠
屯
言
二
五
五

松

風

荘

(
0九
四
0
)

C
さ
一
l
o
-―1
0

玄海国定公園の中ヽと

ー風光明媚、生．魚序斗理、宗像大社となり一

は
な
わ
ら
び

C

竺
濯
項
）
一
五
六

嵩

嘉

旅
館

C

笠
9
)
)
-

玄
海
旅
館

C

唸
濯
O
g
o
o

魚
屋
別
館

C

鰐
濯
琴
―
―
-
J
i
五

ぞ
＇
屋
本
店
C
鯰
慮

゜ ダ羨暑御見舞申し上げます iヘ
“‘し 二『
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う
き
は
し
市
浮
羽
町
向
則
正

無
理
か
さ
ね
貧
困
に
す
ぎ
し
わ
が
祖
父
は
末
期
の
水
に
酒
を
す
い
た
り

回
汀
ね
？
‘
い
戸
[
[
鱈
汀

5
0ゎれ
な
か
っ
た
時
代
の
祖
父
を
詠

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

七
夕
の
短
冊
に
書
く
願
び
こ
と
弱
り
し
心
強
く
な
れ
か
し

回
豆
詞
炉
t
b
‘
」
言
げ
竺
‘
の
意
だ
か
ら
三
句
の
「
書
く
」
を
受
け

宗
像
市
光
岡
則
松
芳
子

と
ん
ぼ
が
ネ
梅
雨
晴
れ
のH
に
低
き
よ
り
高
き
に
飛
び
て
川
面
に
写
る

句
の
「
と
ん
ぼ
が
ネ
」
は
、
誰
か
に
呼
び
掛
け
て
い
る
の
だ
が
、
以
下
に
そ

困
汀
に
応
え
る
語
句
が
無
い
の
で
「
赤
と
ん
ぼ
」
と
直
す
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

老
い
わ
れ
も
結
は
へ
て
み
た
し
短
冊
を
幼
稚
園
の
庭
に
七
夕
竹
が

の
二
旬
は
自
身
に
対
す
る
呼
び
か
け
、
願
望
だ
か
ら
四
、
五
旬
は
「
幼
稚

回
工
の
庭
の
七
夕
竹
に
」
の
方
が
い
い
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

古
り
住
め
る
軒
に
燕
は
巣
を
か
た
め
び
ん
や
り
青
き
雨
期
を
呼
び
込
む

o
o下句
の
感
覚
は
透
抜
で
あ
る
。

田

宗
像
市
久
巻
桔
梗

腹
み
せ
し
稚
鯉
に
鯉
ら
つ
ぎ
つ
ぎ
と
別
れ
告
ぐ
が
に
口
を
触
れ
に
来

「
別
れ
告
ぐ
が
に
」
に
こ
め
ら
れ
た
愛
情
と
繊
細
さ
、
結
句
は
「
口
触
れ
て
ゆ
く
」

o
oも
考
え
ら
れ
る
。
い
い
歌
で
あ
る
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

さ
し
木
し
て
ふ
や
せ
し
あ
じ
さ
い
五
種
類
を
雨
の
庭
よ
り
伐
り
て
み
や
げ
に

こ
も
っ
た
最
高
の
み
や
げ
で
あ
る
。
物
語
り
と
し
て
は
い
い
が
短
歌

回
げ
て
は
時
間
の
経
過
が
長
す
ぎ
る
の
が
残
念
。
伐
る
は
切
る
で
あ
る
。

oo 狂
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
日
メ
切

宗
像
市
曲
天
野
玲
子

し
ぶ
く
雨
に
腕
広
げ
た
る
如
く
立
つ
大
楠
見
え
て
父
を
思
へ
り

回
謬
昇
琵
□げ
。
又
を
重
ね
た
う
た
。
雄
々
し
い
頼
り
甲
斐
の
あ
っ
た
父

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

堅
香
子
が
遊
印
の
側
面
に
彫
り
込
ま
れ
桃
色
の
花
び
ら
反
ら
し
て
い
た
り

回
汀
賃
譴
い
り
口
豆
。
ち
の
落
款
に
用
い
る
印
の
こ
と
。
印
を
持
つ
人
の

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

台
風
も
事
な
き
を
え
て
青
空
に
蝉
の
嗚
き
声
し
じ
ま
を
破
る

回
汀
豆
譴
鱈
[
』
]
』
い
：
。
と
し
て
は
幾
百
幾
千
人
の
人
が
詠
っ

宗
像
市
ひ
か
り
ヶ
丘
清
水
亜
矢
子

暑
さ
ま
し
子
供
の
姿
見
か
け
れ
ば
ふ
と
気
が
つ
け
ば
夏
や
す
み
な
り

と
し
て
境
内
で
目
に
し
た
こ
と
を
詠
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
見
か
け
れ
ば
、
気
が

回
謬
ば
、
の
「
ば
」
の
重
さ
な
り
は
、
ま
ず
い
の
で
三
句
を
「
増
え
て
き
ぬ
」
と
す
る
。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

梅
雨
嵐
に
青
葉
吹
き
荒
る
椋
大
樹
い
づ
こ
に
居
ら
む
軒
の
雀
は

名
詞
の
多
い
の
が
気
に
な
る
の
で
一
、
二
句
を
「
荒
梅
雨
に
吹
き
荒
れ
て
い

回
る
」
結
句
を
「
雀
の
群
れ
は
」
と
し
た
い
。

宗
像
市
大
島
杉
田
證
子

一
枚
の
落
葉
が
何
故
か
気
に
な
り
て
宮
の
石
段
ま
た
上
り
ゆ
く

＿
評
一
人
間
が
時
に
か
か
え
る
漠
と
し
た
不
安
を
う
た
っ
て
面
白
い
。

美
由
紀

宗
像
市
日
の
里
大
和

護
符
の
立
つ
早
苗
の
植
わ
る
神
の
田
に
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
ゆ
ら
ゆ
ら
泳
ぐ

回
汀
讐
0っ
」
の
初
旬
切
れ
で
な
く
「
立
ち
」
と
、
お
だ
や
か
な
詠
み
出
し

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

子
に
送
る
高
菜
新
漬
け
炒
め
を
り
す
り
こ
ま
一
さ
じ
多
め
に
入
れ
て

o
o子の
好
み
を
知
り
つ
く
し
た
母
ら
で
の
一
首
。

一火年たのよ
ま雨り
,._に少
の消な
歌えし
稿失と
手せ言
入闇ふ
れ深蛍
しし火
籠茂が
り吉激
けがし
む予き
茂後雨
吉をの
をす降
思こり
ふせい
暗しで
谷古て
こ湯消
こはゆ
9こ

実
家
に
帰
省

」
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
何
を
す
る
訳
で
も
な

く
、
孫
の
顔
を
見
せ
、
ゆ
っ
く
り
し
た

だ
け
で
し
た
が
、
帰
省
す
る
度
に
郷

土
の
魅
力
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
▼
勿
論
愚
息
も
一
緒
で
す

が
、
一
っ
驚
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
何
で
も
よ
く
食
べ
過
ぎ
、
「
幼
児

メ
タ
ポ
リ
ッ
ク
」
と
か
ら
か
わ
れ
る

程
立
派
な
お
腹
で
す
が
、
最
近
彼
も

好
き
嫌
い
が
出
始
め
て
お
り
、
野
菜

を
嫌
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
▼
と
こ

ろ
が
、
実
家
で
出
さ
れ
た
、
普
段
は
食

ペ
な
い
ト
マ
ト
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
枝

豆
等
を
い
つ
ま
で
も
食
べ
続
け
る
で

は
な
い
で
す
か
ー
・
全
て
両
親
が
育
て

た
野
菜
で
す
が
、
こ
れ
に
は
驚
き
ま

し
た
。
ス
ー
パ
ー
の
も
の
が
決
し
て
悪

い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
食

べ
よ
う
と
し
な
い
愚
息
に
「
少
し
は
食

の
安
全
考
え
ろ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
し
た
▼
国
内
の
偽
装
表
示
や
輸

入
食
品
に
対
す
る
不
信
感
等
い
ろ
い

ろ
報
道
さ
れ
て
ま
す
が
、
最
近
で
は

ワ
イ
ン
の
ソ
ム
リ
エ
の
よ
う
に
、
「
野

菜
ソ
ム
リ
エ
（
日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ

ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
・
東
京
）
」
の

資
格
取
得
者
も
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
な
ん
と
全
国
に
＿
万
二
千
人
も

い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
っ
H
そ
の
前
に
た

ば
こ
を
．
．
．o

（M
.
o
)

宗
像
市
光
岡
佐
藤
純

葉
桜
の
並
木
道
に
は
靴
の
音

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

梅
雨
明
け
も
近
し
と
信
ず
今
朝
の
晴
れ

ブ
八
回

鼻
品
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